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心を一つに


　夜の市民センターホール。舞台に上がった湘南ひらつか第九のつどい合唱団が、歌声を響かせます。

　ドイツ語の歌詞を追い、歌声を合わせ、一体となる合唱団。公演に向け、練習に励んでいます。



[image: 歌の魅力]

　歌う人たちが音と心を合わせ、ハーモニーを奏でる合唱。合唱で、仲間との一体感を感じたことがある人も多いのではないでしょうか。

　今回は、年末の定番・ベートーベンの第九の公演を中心に、平塚で歌う人たちを紹介します。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237



[image: 歌の魅力]

市民の第九



練習の成果を発表

　「Freude,schöner Götterfunken（フロイデ シエーネル ゲッテルフンケル）……音節をぶつっと切らないで、滑らかに歓喜の歌を歌いましょう。こんな風に……」。合唱を指導する梶井龍太郎さん（次写真）のテノールが、市民センターのホールに響きます。湘南ひらつか第九のつどい合唱団の練習です。

　今回で23回目を迎える湘南ひらつか第九のつどいは、市民参加型のコンサートです。12月8日（日）の本番当日では、中学校2年生～85歳の方156人の市民合唱団と、東海大学の合唱団が歌います。市民合唱団は基礎練習を含め、9月から約3カ月間の練習に励んできました。

　梶井さんはテノール歌手で、普段は東海大学で声楽を教えています。平塚の第九には、ある年には合唱指導者として、またある年にはソリストとして関わってきました。

　都内や県内他市でも第九を教えている梶井さん。平塚の第九について「他市と比べて、若い参加者が少ない印象ですね」と話します。

　「しかし、立ち上げ当初から参加し続けているベテランや、ほかの市の第九を掛け持ちして歌っている方もいます。皆さんとてもモチベーションが高く、中には普段私が講義で教えている学生よりも、熱心に取り組んでいる方もいるんですよ」と笑います。
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今年は発音に注目

　今年の歌のテーマは「発音」です。ドイツ語で歌いますが、原語の発音を大切にして、丁寧に言葉として伝えることを目標にしています。

　平塚合唱連盟理事長で、第九のつどいの実行委員長も務める江川節弥さん（次写真）は「第九というと『参加したい』と言ってくれる方も多いですね。でも、第九は合唱曲の中でも特殊な曲で、歌うのが難しいんですよ」と話します。「第九のつどいの合唱団のメンバーには、初めて第九を歌う人もいます。そのため、基礎練習でソプラノ、アルトなどの各パートに分かれた練習をしっかりしてきました」。

　今年のオーケストラは秦野市民交響楽団ですが、平塚の第九のつどいは毎年オーケストラが変わります。「平塚フィルハーモニーオーケストラや東海大学のほか、市内外の市民楽団、プロのオーケストラなどを招くこともあります」と江川さん。同じ曲でも、指揮者や演奏者が変われば音楽は変わるもの。「毎年少しずつ違うのが面白いところですね。その年だけの表情を楽しんでほしいです」と薦めます。

　「第九は市民が参加する行事として、平塚に定着してきましたよね。今後は、平塚ならではの味を出したいと考えているところです」と目標を語ります。
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第九で合唱団が連携

　第九のつどいの創設と平塚合唱連盟は、深く関わっています。今年20周年を迎えた同連盟には、現在29の合唱団体が加盟しています。

　江川さんは「平塚合唱連盟は、平成3年の第九がきっかけで誕生しました」と語ります。

　「当時、神奈川芸術祭という事業が各地で行われていて、そのフィナーレとして神奈川フィルが第九を演奏するという話がありました」と江川さん。「平塚では第九が演奏されたことがなかったので、希望すれば優先して開催してくれるという話でした。しかし市内に大きな合唱団がなく、市の文化行政を担当する部署から、私の所属していた合唱団を含め4団体に声が掛けられました」。

　平成2年5月に市と市内4つの合唱団が第九に向けて準備を開始。1年後の平成3年月1日に、第九の初演が行われました。その後も合唱団の交流は続き、平成4年3月に平塚合唱連盟が発足しました。これまで連携がなかった合唱団同士が、第九をきっかけに結び付いたのです。




初演の応募に900人

　江川さんは第九の初演について「すでに近隣他市では第九の公演が実施されていました。『第九もできない平塚』『平塚で第九をやっても歌う人なんて集まらないよ』なんて言われたこともありました」と振り返ります。「そんなことはない、絶対に人を集めてみせると思いました。いざふたを開けてみたら、900人以上の人が集まったんです」。

　市民センターで開かれた初めての公演には、最終的に727人もの人が参加しました。ステージ上に人が乗りきらず、前側の観客席を数列取り外して、舞台を増設して公演しました（次写真）。楽譜を持つスペースもなく、全て暗譜で歌うことに。これ以降、暗譜が恒例になりました。

　準備会の当初から第九のつどいに関わり、初演から第5回までソプラノのソリストを務めたのは、市内在住の声楽家・岩崎由紀子さんです。

　これまで北は北海道から南は九州まで、全国各地で第九を歌ってきた岩崎さん。人脈を生かし、第九のつどいのソリストや指揮者の出演交渉に協力するなど、全面的に支援しました。

　岩崎さんは「歓喜の歌という名前のとおり、市民の情熱や思いが歌に現れていました。20年以上経った今でも印象に残る、本当に素晴らしい初演でしたね」と振り返ります。「確かに演奏の完成度や練習に掛かる時間、経費などを考えたら、プロを雇った方が効率的な面もあります。しかし大勢の市民が集まり、みんなで協力して一つのものを作り上げるのは、すてきなことですよね」。

　今年も熱意を持って練習に励んでいる合唱団。その成果をぜひ、お聞きください。
[image: 初演の応募に900人]

平成3年12月の初演。ステージに人があふれる
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歌の練習に入る前に、全員で思い切り声を出す



第九とは?

　ドイツの作曲家、ベートーベンが19世紀前半に作曲した交響曲。4楽章からなり、合唱が入るのは第4楽章です。日本では、年末に各地で開かれるコンサートの代名詞的な存在として親しまれています。

[image: ベートーベン]




[image: 湘南ひらつか第九のつどい]

　12月8日（日）午後1時30分開場。市民センター。指揮・長野力哉、ソプラノ武田裕子、アルト小関奈々、テノール秋山徹 、バリトン北村哲朗、湘南ひらつか第九のつどい合唱団、東海大学教養学部芸術学科合唱団、秦野市民交響楽団。1,000円（全席自由）。未就学児は入場できません。

　チケットはまちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237、山野楽器　電話：0463-27-1930、ヨネザワ楽器　電話：0463-23-7097などで発売中。

問：文化事業課　電話：0463-32-2237





[image: 市内の個性豊かな合唱団]
[image: 崇善公民館で練習に励む湘南グロリアの皆さん]

崇善公民館で練習に励む湘南グロリアの皆さん


湘南グロリア

　「同世代の中で一番すてきな合唱団」を目指す、湘南グロリア（前写真）。メンバーは30代後半～80代の22人です。湘南ひらつか第九のつどいに参加したメンバーが集まり、年間を通して合唱を練習しようと、平成9年に結成しました。ひらつか市民合唱祭などへの出演を、主な目標にしています。歌う曲はベートーベンやバッハ、ハイドンなど、ヨーロッパの作曲家の作品が中心です。

　指揮者の美濃輪和朗さんは「こんなに素晴らしい合唱ができるようになったのかと、指揮をする私が感動してしまうこともあるんですよ」と話します。「結成当時は経験者がほとんどおらず、多くの方は楽譜が読めませんでした。最初の2カ月は音取りの練習だけで終わってしまうくらいで……」と振り返ります。「練習しても、一歩進んではまた戻りという状態で、『どうしよう』と頭を抱えてしまうこともありました」と笑います。

　しかし、こつこつと練習を重ね、少しずつ実力を伸ばしていった湘南グロリア。市民合唱祭では、周りから「本当に上手になったね」と驚かれるようになりました。

　「歌いたい曲もたくさんあるし、この合唱団の伸びしろもまだまだある。皆さんと一緒に、これからも挑戦し続けていきたいですね」

問：湘南グロリアの加藤　電話：0463-32-4753




平塚少年少女合唱団

　「合唱は音程やリズムを養い、仲間との協調性も育みます。子どもたちに良い音楽体験をしてもらいたい、という思いがありますね」と話す、指揮者の志澤（しざわ）彰さん。平塚少年少女合唱団は昭和54年に発足し、現在は小学生～高校生の5人が活動しています。

　同合唱団の大きな目標になっているのが、毎年出演している市民合唱祭と、クリスマスコンサートです。今年のクリスマスコンサートは12月25日（水）午後2時から青少年会館で開き、ヨーロッパのクリスマスキャロルを編曲した曲などを歌います。

　同合唱団の大きな特徴は、若い作曲者の作品を積極的に取り入れていることです。志澤さんは「歌う側だけでなく、作曲者も育てていきたいんです」と語ります。

　楽譜には作曲者のほかに、作曲の委嘱や初演をした団体の名前などが記載されます。同合唱団ではこれまでに、ミュージカルや合唱曲など10近くの作品を初演してきました。全国に販売されている楽譜の中で、同合唱団の名前を目にすることができます。

　「作品は数あれど、良いものだけが長く歌い継がれていきます。50年後100年後には、私はいなくなっているでしょう。しかし、今、子どもたちが歌っている作品が歌い継がれているかもしれないと思うと、こんなに楽しいことはないですね」

問：平塚少年少女合唱団の志澤　電話：0463-24-5977
[image: クリスマスコンサートの練習に励む]

クリスマスコンサートの練習に励む





つちやホーム

　「歌を歌うのは私の生きがい。毎年舞台に立つのを楽しみにしているのよ」

　にこりと笑う81歳の本田令子さん。本田さんが入所する軽費老人ホーム「つちやホーム（土屋2196-1）」には、入所者が自由に参加できるコーラスクラブがあります。

　現在の入所者は62～97歳の49人。月に1回、平塚合唱連盟や平塚音楽家協会の講師が、発声や歌い方を教えています。「先生が歌詞の意味を丁寧に教えてくれるので、歌にも気持ちが入るのね。みんなで歌うのは本当に楽しいわ」と本田さん。

　施設内の音楽会を含め、舞台で有志が歌うのは年3回ほど。同ホームの向かいにある土沢中学校の文化祭に隔年で出演するほか、土屋公民館まつり、市民合唱祭でも歌っています。市民合唱祭には平成14年から出場しています。

　施設の担当者は「舞台には、おそろいのスカーフやコサージュを付けて臨むんですよ」とほほ笑みます。「歌い終わると『舞台に出て良かった』という感想が上がります。また来年、舞台に立つまで頑張ろうという、メンバーの励みになっているんですよ」。

問：つちやホーム　電話：0463-58-6624
[image: ひらつか市民合唱祭の歌を練習]

ひらつか市民合唱祭の歌を練習





[image: ひらつか市民合唱祭]

　合唱の魅力を再発見してみませんか。湘南グロリア・平塚少年少女合唱団・つちやホームも出演します。平成26年3月9日（日）午前9時30分開演。市民センター。

問：文化事業課　電話：0463-32-2237




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、12月9日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


総合計画実施計画案などへのご意見を募集します


　素案は12月6日（金）～平成26年1月6日（月）に、公民館や図書館、市ウェブなどで閲覧できます。

①総合計画平成26年度版実施計画（素案）　総合計画基本構想や基本計画を踏まえて、平成26年度からの3年間に実施する事業を定めます。

②ひらつか協働経営プラン2014（素案）　行政改革大綱に掲げる基本施策を進めるためのプランです。平成26年度に向けた実施計画です。

募：意見・必要事項を、郵送・ファクス・メールまたは直接、12月6日（金）～平成26年1月6日（月）に、本庁舎3階の企画政策課　電話：0463-21-8760 　FAX：0120-704589　メール：①はkikaku@②は6gyokaku@へ。



開発審査会提案基準の見直しへのご意見を募集


　市街化調整区域での開発行為の許可基準となる市開発審査会提案基準を見直します。

　素案は12月6日（金）～平成26年1月6日（月）に、公民館や図書館、市ウェブなどで閲覧できます。

募：意見・必要事項を、郵送・ファクス・メールまたは直接、12月6日（金）～平成26年1月6日（月）に、東附属庁舎2階の開発指導課　電話：0463-21-8789　FAX：0120-704589　メール：kaihatsu@へ。



市民病院の薬剤師など


　①薬剤師1人。試験は12月15日（日）。採用は平成26年4月1日②臨床検査技師（嘱託）数人。試験は随時。

　詳細は市民病院ウェブをご覧ください。

募：病院総務課　電話：0463-32-0015　内線3197



特別支援学級の介助員


　市立の幼稚園や小・中学校の特別支援学級で、子どもたちの介助をします。月80時間未満。1年間の登録制で、有償ボランティアとして活動します。

　市内在住の20歳以上の方。平成26年1月11日（土）に面接をします。

募：写真付きの市販のA4判の履歴書を、12月6日（金）～20日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に、本人が直接、浅間町4-39子ども教育相談センター　電話：0463-36-6012へ。



ガイドと巡る平塚の文化資源


　国指定重要文化財「かんまん不動」を訪ねるコース。下吉沢の八剱（やつるぎ）神社にある木造不動明王立像は平安時代後期の作風を備えていて、地元では「かんまん不動」と親しまれています。

　自転車やオートバイでは同行できません。

　12月15日（日）午前9時30分～午後0時30分。約3.6キロメートル。荒天中止。神奈中「寺前橋」バス停に集合。300円。中学生以下は無料。

募：コース名・全員の必要事項を、はがきで、12月8日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



みんなで楽しもうかい


　市内在住・在勤・在学の外国の方々と交流を深めます。世界各国の料理の紹介や、民族衣装ファッションショー、音楽や歌、ゲームなどを楽しみます。

　12月15日（日）午後1時～4時。青少年会館。200人（先着順）。中学生以上1000円・小学生500円。

募：文化・交流課　電話：0463-25-2520




年末年始のごみ収集


　年末はごみの量が多くなります。ごみの中には、紙やペットボトル、プラクル（プラスチック製容器包装類）など、分ければ資源になるものが多く含まれています。再生して活用できるよう、きちんと分別して出しましょう。段ボール箱は、資源再生物です。ごみ出しの容器にしないでください。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796

[image: 年末年始のごみ収集]
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[image: 相模人形芝居大会]

　国や県の重要無形民俗文化財に指定されている「相模人形芝居」。県内各地で人形芝居を受け継いできた5団体が上演します。

　四之宮で相模人形芝居の伝統を守り続けている前鳥（さきとり）座は「艶容女舞衣（はですがたおんなまいぎぬ）　酒屋の段」（次写真）を演じます。

　平成26年2月23日（日）午前11時30分開場。県立青少年センター（横浜市西区紅葉ヶ丘9-1）。550人（抽選）。

募：必要事項・人数（二人まで）を、往復はがきで、平成26年1月17日（金）までに、〒243-8511厚木市中町3-17-17厚木市教育委員会文化財保護課　電話：046-225-2509へ。

[image: 相模人形芝居大会]




[image: 市の職員数・給与などの状況]

　人事行政の透明性を高め、公平性を確保するために、職員数や給与・手当など、市の人事行政の運営状況をお知らせします。引き続き、適正な人員配置と人件費の抑制、職員の資質向上に努めていきます。

問：職員課　電話：0463-21-8762



[image: 市の職員数・給与などの状況]


①職員数　前年より32人増え、2,313人に

　平成25年4月1日現在の職員数は2,313人で、業務量の増加に伴い、前年に比べ32人増えました。内訳は、病院・下水道などの公営企業等会計部門で30人、教育・消防を行う特別行政部門で6人増えた一方、そのほかの一般行政部門で4人減りました。また、市民1万人当たりの職員数は89人です。




②給与などの状況　人件費率は前年比2.1ポイント減

1　人件費

　市の会計のうち、病院企業会計などを除いた平成24年度普通会計決算では148億9,023万円です。特別職に支給する給与・報酬なども含みます。人件費率は前年に比べ、2.1ポイント減少しました。

[image: 人件費]



2　職員給与費

　職員に支給する給与の総額です。職員手当には退職手当を含みません。

　平成24年度普通会計決算では111億386万円で、平成24年4月1日現在の職員数1,745人で計算しました。

[image: 職員給与費]
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3　平均給料月額と平均年齢

　平成25年4月1日現在の平均です。平成25年10月1日～平成26年3月31日は給与を減額しています。国家公務員は東日本大震災に対処するため、平成24年4月1日から2年間、給与を減額しています。

[image: 平均給料月額と平均年齢]




③各種手当の状況

　民間企業のボーナスなどに相当する「期末手当・勤勉手当」、全国各地の民間の賃金や物価などを考慮して支給する「地域手当」、危険な業務や困難な業務などに支給する「特殊勤務手当」、退職時に支給する「退職手当」などのほか、「時間外勤務手当」「扶養手当」「通勤手当」などがあります。

1　期末・勤勉手当（平成24年度実績）

[image: 期末・勤勉手当（平成24年度実績）]



2　退職手当（平成24年度実績）

　職員1人当たり平均支給額は、平成24年度に退職した職員に支給した平均額です。調整額は、職務・職責に応じて支給します。国家公務員は、平成24年度中に退職手当の支給率を変更しました。平成24年12月31日までの支給率です。

[image: 退職手当（平成24年度実績）]




④特別職の給与と報酬

　常勤の特別職には給料を、議員には議員報酬を支給します。

　平成25年4月1日～9月30日、平成26年4月1日～平成27年4月29日では、市長は給料月額の20％、副市長は給料月額の10％を減額しています。平成25年10月1日～平成26年3月31日では、市長は給料月額の25％、副市長は給料月額の15％を減額しています。

　給料、議員報酬の額は平成25年4月1日現在、次のとおりです。給料は減額した後の額です。

[image: 特別職の給与と報酬]




⑤勤務時間と休暇など

　職員の勤務時間は、午前8時30分～午後5時15分の1日7時間45分です。1年間に20日の年次休暇、産前・産後休暇などの特別休暇、介護休暇、病気休暇、育児休業などがあります。




※金額は1万円未満の端数を切り捨てているため、合計が合わない所があります。




お知らせ


伊豆市観光物産展


　友好都市・伊豆市の物産品が届きます。シイタケ焼きを中心に、新鮮な食材を試食・販売します。

　12月12日（木）～15日（日）、午前10時～午後6時（15日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520

[image: 伊豆市観光物産展]



美味花市（うまかいち）


　平塚・大磯の若手農家が、地元で採れた新鮮野菜や花などを即売します。

　12月7日（土）午前10時～午後2時。荒天中止。紅谷町まちかど広場（紅谷町12-21）。

問：農水産課　電話：0463-35-8103



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。出店店舗からの景品が当たる抽選会を開きます。

　12月15日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



クリスマスビーチフェスタ


　湘南ひらつかビーチパーク（高浜台33-1）で、すてきなクリスマスを過ごしませんか。12月21日（土）～23日（祝）、午後5時～9時にイルミネーションを点灯します。22日（日）の日中は、ビーチバレー、ビーチサッカー、ビーチラグビーのクリスマスカップ大会を開きます。

問：湘南ひらつかビーチセンター　電話：0463-23-4781



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時電話などで受け付けます。詳細は市ウェブで確認できます。

譲ります　2段ベッド・ガスストーブなど。

譲ってください　ベビーカー・本棚など。

問:リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



東海大学湘南校舎50周年を飾るイルミネーション


　東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）は、1963年に国内の大学で郊外型キャンパスの先駆けとして開設されました。現在は、約2万人の学生が学ぶ東海大学のメーンキャンパスとして発展を続けています。

　12月25日（水）まで、午後4時30分～7時30分（日曜日・祝日は除く）。東海大学湘南キャンパス。イルミネーション点灯中の入場は自由です。

　小田急東海大学前駅の周辺でも、イルミネーションを点灯しています。

問：学長室企画課ロマンティックキャンパス事務局　電話：0463-50-2069




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


腹囲マイナス教室


　平成26年1月16日～3月27日の木曜日、全6回、午後1時30分～3時。保健センター。市内在住・在勤で、医師から運動制限を受けていない方25人（先着順・全ての回に参加できる方を優先）。室内用運動靴・飲み物・タオル。1000円。運動しやすい服装でお越しください。

募：教室名・教室開催日・必要事項・生年月日を、はがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



ストレッチ・リズム体操


　よさこい踊りの音楽で、体操をします。福祉会館から老人憩いの家七国荘（土屋4594）まで送迎します。

　①平成26年1月9日～30日の木曜日②2月3日～24日の月曜日、各全4回、午前10時～正午。七国荘。市内在住の60歳以上の方、各20人（抽選・両方の受講はできません）。タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

募：電話または直接、12月9日（月）～14日（土）の平日、午前9時30分～午後3時30分に、七国荘　電話：0463-58-1265へ。



障がい福祉事業所の写真展と製品展示即売会


　12月3日（火）～9日（月）は障がい者週間です。

　12月6日（金）まで。本庁舎1階市民ホール。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



運動で骨折予防


　筋力をつけて転倒骨折を防ぎましょう。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。プールを含み年度内3回まで。先着順。

転倒骨折予防教室

　動きやすい服装でお越しください①平成26年1月9日～2月20日の木曜日、全7回、午前10時～11時30分。四之宮公民館（四之宮3-20-26）。20人。タオル・飲み物・室内用運動靴②1月22日～3月5日の水曜日、全7回、午後1時30分～3時30分。須賀公民館（夕陽ケ丘60-32）。20人。タオル・飲み物。

プールで転倒骨折予防教室

　全9回。印（初回だけ）・水着・水泳帽・タオル③1月8日～3月12日の水曜日、午前10時～11時30分。レオスイミングスクール旭校（根坂間187）。30人④1月15日～3月12日の水曜日、午前8時50分～10時20分。神奈中スイミング平塚（宝町10-4）。20人。

募：①は12月9日（月）正午以降の平日、午前9時～午後4時に藤沢YMCA　電話：0466-26-1151②は訪問医療しんきゅうマッサージそう　電話：0463-67-1790③は9日午前10時以降にレオスイミングスクール旭校　電話：0463-35-0202④は9日午前10時以降に神奈中スイミング平塚　電話：0463-23-5261へ。



糖尿病予防教室


　平成26年1月21日、2月4日・25日の火曜日、全3回、午前9時30分～午後0時10分。保健センター。市内在住・在勤で、医師から運動制限を受けていない方30人（先着順）室内用運動靴・飲み物・タオル。運動しやすい服装でお越しください。

募：健康課　電話：0463-55-2111



救急法などの講習会


　勤労会館（①②③は福祉会館も）。全て検定試験があります。抽選。

①日赤救急法基礎講習＋日赤救急法救急員養成講習　心停止している方に対応できる一次救命処置や手当てなどを学びます。

　平成26年1月18日（土）正午～午後4時、19日（日）・25日（土）・26日（日）の午前9時30分～午後4時30分、全4回。中学生を除く15歳以上の方16人。3000円。

②日赤救急法救急員の養成講習　日赤救急法救急員として必要な手当てや搬送、救護の方法を学びます。

　1月19日（日）・25日（土）・26日（日）、全3回、午前9時30分～午後4時30分。救急法基礎講習を修了した方10人。1500円。

③日赤幼児安全法支援員の養成講習　子どもに起こりやすい事故の予防や、病気の看病方法などを学びます。

　1月18日（土）・25日（土）・26日（日）、全3回、午前10時～午後4時。中学生を除く15歳以上の方16人。1500円。

④日赤幼児安全法支援員の資格継続研修　1月19日（日）正午～午後4時。日赤幼児安全法支援員の資格があり、認定の有効期限が1年未満の方12人。1000円。

⑤日赤救急法救急員の資格継続研修　1月19日（日）正午～午後4時。日赤救急法救急員の資格があり、認定の有効期限が1年未満の方20人。1000円。

募：①③は講習名と開催日程の初日・必要事項・生年月日を、はがきで、②④⑤は講習会と開催日程の初日・必要事項・生年月日と、以前に取得した資格の認定証両面のコピーを、封書で、12月20日（金）までに福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。認定証を紛失している場合は、事前に日赤神奈川県支部　電話：045-681-2123で再発行の手続きが必要です。



プール健康づくり教室


　①平成26年1月14日～3月11日の火曜日②1月16日～3月6日の木曜日、各全8回、午前9時30分～11時（初回は午前8時40分から）。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。市内在住の60歳以上の方、各25人（先着順・初心者を優先）。1回100円。水着・水泳帽・タオル。

募：必要事項・年齢・過去に参加した回数を、電話または直接、南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。




[image: 初めて作る　男の料理教室]

　平成26年1月9日・16日の木曜日、全2回、午前10時～午後1時30分。福祉会館。市内在住・在勤の65歳以上の男性で、両方参加できる方16人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。300円。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778

[image: 初めて作る　男の料理教室]




[image: すこやかサポート市民病院]


㉝災害医療企画室


　病院は通常の外来・入院・救急車対応などの日常診療を中心に医療を提供していますが、災害時にはまた別の医療を提供する責務があります。それが災害医療です。例えば大地震が発生し病院を含めた地域が被災した場合、入院患者の安全を確保し、外来に集中する多くの負傷者を治療する一方で、通常の医療も継続していく必要があります。

　こういった非日常的な状況を想定し日頃から備えるための活動をしているのが、当院の災害医療企画室です。現在、医師、看護師、薬剤師、検査技師、事務職員などのメンバー20数人で構成しています。年1回の災害対応訓練の計画・実施、災害用備品・機器の整備、職員への研修などを継続的に行っています。

　当院は災害拠点病院にも県から指定されており、状況によっては他地域の負傷者を受けいれたり、逆に他地域に医療チームを派遣したりすることもあります。平成27年度に完成する新病棟の屋上にはヘリポートも設置します。派遣される医療チームは国の訓練を受けたDMATというチームです。現在、2チームが災害医療企画室のメンバーで編成されています。

❖市民病院　電話：0463-32-0015

[image: 災害医療企画室]




スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


シンクロを体験しませんか


　シンクロナイズドスイミングを県水泳連盟の講師が指導します。

　平成26年1月13日（祝）午後2時～4時。総合体育館温水プール。小学校4年生以上でクロール・背泳ぎ・平泳ぎ全てで25メートル以上泳げる方50人（先着順）。小・中学生200円、大人400円。

募：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



家族で着衣泳法講習会


　水の事故では、服を着ていると泳ぎがうまい人でも普段通りに泳げず、パニックを起こしてしまうことがあります。いざというときに役立つ着衣泳を、家族で体験してみませんか。一人でも体験できます。

　平成26年1月13日（祝）午後1時30分～3時。総合体育館温水プール。小学校1年生以上の方50人（先着順）。小学校1～3年生は保護者も一緒に体験してください。小・中学生200円、大人400円。

募：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



全日本大学サッカー選手権大会


　1回戦12月15日（日）。2回戦18日（水）。準々決勝20日（金）。第1試合は午前11時、第2試合は午後1時30分、開始。shonan BMWスタジアム平塚。

　チケットはチケットぴあなどで一般1000円、前売り800円。高校生以下は無料。

募：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



来年のスポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るために、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。平成26年1月からのスポーツ教室で、一緒に体を動かしてみませんか。

　会場は①～⑬が総合体育館⑭が総合公園テニスコート⑮がひらつかサン・ライフアリーナ⑯が市民病院（南原1-19-1）。抽選。

①ゆっくりエアロビクス　1月8日～3月12日の水曜日、全8回、コース1は午前9時30分～11時、コース2は午後1時30分～3時。初めての方は65歳まで、各100人。3000円。

②火曜ストレッチ体操　1月7日～3月25日の火曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4000円。

③楽らくヨガ　1月9日～3月13日の木曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。75人。3800円。

④金曜ストレッチ体操　1月10日～3月14日の金曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4000円。

⑤さわやかエアロビクス　1月11日～3月8日の土曜日、全8回、午前9時30分～11時。初めての方は65歳まで、100人。3000円。

⑥すっきり・のびのび体操　1月15日～3月5日の水曜日、全8回、午前9時20分～10時50分。50人。3000円。

⑦水曜ストレッチ体操　1月15日～3月19日の水曜日、全10回、午前11時10分～午後0時25分。40歳以上の方120人。4000円。

⑧いきいき若返り体操　1月17日～3月7日の金曜日、全8回、午前9時15分～10時30分。40人。3000円。

⑨金曜エクササイズ　1月17日～3月7日の金曜日、全8回、午前10時45分～正午。70人。5000円。

⑩ 真向法（まっこうほう）体操　1月18日～3月29日の土曜日、全9回、午前9時20分～10時50分。50人。5000円。

⑪フィットネス　1月28日～3月27日の火・木曜日、全16回、コース1は午前9時25分～10時55分、コース2は午前11時5分～午後0時35分。初めての方は60歳まで、各250人。4500円。

⑫ウイークエンド・ヨガ　1月18日～3月22日の土曜日、全8回、午前11時10分～午後0時40分。90人。3000円。

⑬楽しいフラダンス　1月21日～3月18日の火曜日、全8回、午後1時20分～2時50分。75人。4000円。

⑭テニススクール　1月8日～3月28日の水・木・金曜日、週1回、全11回。各15人。

　デー（A・B）1万6000円、ジュニア（J）1万3000円、ナイター（N）1万9000円。J1は小学校1・2年生、J2は小学校3・4年生、J3は小学校5・6年生と中学生。
[image: テニススクール]

⑮卓球　1月22日～3月5日の水曜日、全7回、午前9時30分～正午。初心・初級・中級で計100人。4700円。

⑯産後シェイプアップ体操　産後の筋力低下や骨盤のゆがみを正し、身体の機能回復と体力アップを図ります。

　1月8日・22日の水曜日、全2回、午後2時～3時。市内在住で、出産して1年以内の母親と乳児25組。無料。

募：教室名・必要事項・年齢（①⑪⑮はコース⑭は曜日とコース⑯は子どもの氏名・月齢も）を、はがき（一人1枚）で、12月13日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも申し込めます。



日本プロバスケットボール　bjリーグ


　横浜ビー・コルセアーズの試合を観戦しませんか。チームを率いる勝久マイケルヘッドコーチの紹介が、連載記事「みんなの力」にあります。

　島根スサノオマジック戦。12月21日（土）午後6時、22日（日）午後1時。総合体育館。

　チケットはローソンなどで販売中。前売り券は、SS席7000円、2階自由席大人1800円など。

募：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




愛称決定


　平塚球場と湘南ひらつかビーチパークのネーミングライツによる愛称が決まりました。平塚球場は「バッティングパレス相石・平塚球場」、湘南ひらつかビーチパークは「湘南ベルマーレひらつかビーチパーク　by shonanzoen」です。パートナー企業は平塚球場が相模石油、湘南ひらつかビーチパークが湘南造園で、年額の契約金額はそれぞれ306万円、101万円です。契約期間はともに平成26年4月1日から3年間です。市では、広報やウェブなどで、愛称を使います。

問：資産経営課　電話：0463-21-8763

[image: バッティングパレス相石・平塚球場]

[image: 湘南ベルマーレひらつかビーチパーク　by shonanzoen]
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熱い試合を平塚で



　日本プロバスケットボールリーグ（bjリーグ）に所属する横浜ビー・コルセアーズ（愛称：ビーコル）。昨シーズンに初優勝したビーコルは、総合体育館をホームアリーナの一つとして熱戦を繰り広げています。

　「昨シーズンにできた1階の観戦シートによって、ブースター（ファン）との一体感をより強く感じるようになりました。熱いブースターもたくさんいますね」と平塚の印象を語る、勝久ヘッドコーチ。

　昨シーズンとは選手も代わり、新しいチームとして今シーズンを戦うビーコル。「堅実な守備を中心に、平塚のブースターが熱くなれる試合をします」と、拳に力を入れていました。

※チケット情報はスポーツ欄に掲載しています。

[image: 熱い試合を平塚で]




市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

1月6日（月）午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

12月10日（火）・24日（火）、午後1時～4時




◇税務（予約制）

12月6日（金）、1月10日（金）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

12月10日（火）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

12月13日（金）午後1時～4時




◇測量・境界（予約制）

12月13日（金）午後1時～3時




◇住宅（新・改築）

12月17日（火）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

12月20日（金）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

1月7日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

12月17日（火）午後1時～4時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内FAX：35−5770

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

12月10日（火）、1月14日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

12月18日（水）、1月10日（金）、午後1時～3時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

12月16日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着5人・一人50分）

12月18日（水）午後1時～5時50分





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時




[image: ヒラツカルチャー]


博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33-5111　FAX：31-3949

休館日 9·16·24·29～1月3日



■秋期特別展　蔵出し！　びっくり・はてな資料展

　戦国時代に埋められた「へそくり」や隕石（いんせき）の切断面、古文書が貼られた屏風など、普段目にすることのできない珍しい資料を展示します。

　12月8日（日）まで。特別展示室。

[image: 秋期特別展　蔵出し！　びっくり・はてな資料展]




■アイソン彗星（すいせい）を迎え撃て

　アイソン彗星や、彗星をはじめとする太陽系小天体の知られざる姿を紹介します。

　12月27日（金）まで。寄贈品コーナー。




■天文連続講座　アイソン彗星を迎え撃て

　午後3時30分～5時。プラネタリウム。各50人程度（当日先着順）。

①第4回　星空の古代史　歴史上の彗星と人々

　昔の人々はどのような思いで彗星を見たのか、天文と考古の学芸員が対談形式でお話しします。12月7日（土）。

②第5回　彗星と流星群

　流星群の起源は彗星です。流星と彗星の関係についてお話しします。12月14日（土）。




■星を見る会 冬の星を見よう

　旬を迎えた冬の星を、望遠鏡で観察します。

　12月6日（金）午後7時～8時30分。科学教室、屋上。




■ろばたばなし

　民家のいろりばたで昔話を語ります。

　12月15日（日）午後1時20分と3時。1階展示室相模の家。




■体験学習 お飾りをつくろう

　お正月の一文飾りや玄関飾りをつくります。

　12月22日（日）午後1時～4時。講堂。30人（抽選）。

募：必要事項を、往復はがきで、12月13日（金）までに、博物館へ。




■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆2014年の天文現象

　火星接近や皆既月食、はやぶさ2の打ち上げといった、話題が盛りだくさんの来年の天文現象などを解説します。

　12月7日（土）～平成26年1月26日（日）の土・日曜日、午前11時と午後2時。12月7日（土）・8日（日）は午後0時30分にも追加投影します。12月14日・28日・1月11日・25日の土曜日午前11時は、すいせいゴエモンのぼうけんを上映します。





中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 9·16·24·29～1月4日



■ブックスタートのボランティアを募集

　赤ちゃんと保護者へ、絵本の楽しみ方の紹介などをします。市内在住で、赤ちゃんと絵本に関心のある方。

講習会　平成26年1月23日（木）・30日（木）、2月5日（水）、全3回、午後2時～4時。中央図書館3階。100人程度（抽選）。

ボランティア登録　講習会に全て参加できる方15人（選考。1年ごとに登録更新）。市内の図書館・保健センター・金田公民館などで活動。平成26年4月～平成27年3月の月1～2日程度。主に水・土・日曜日。

募：講習会名・必要事項を、はがきまたは図書館などで配る申込用紙で、1月10日（金）までに中央図書館へ。




■市民活動センター写真展

　10周年を迎えた市民活動センターの写真展、パンフレットの配布、関連本の展示などを、中央図書館でします。12月28日（土）まで。写真展は1階ロビー。関連本の展示は2階貸出室。




■中央図書館　映画会

　日曜日午後2時。中央図書館3階ホール。

　12月8日〔子ども映画会〕まんが世界むかしばなし　ロビンフッドのぼうけん、洋服がごはんをたべた話（アニメ）。15日〔一般映画会〕七つの顔（実写）。22日〔子ども映画会〕まんが世界むかしばなし　クリスマスの贈りもの、ろばになった旅人（アニメ）。




■子ども読書活動推進フォーラムの飾りを展示

　8月に実施した子ども読書活動推進フォーラム。フォーラムを彩った、